
年度 2008  学期 前期 曜日・校時        金・3 必修選択 選択 単位数  2 

授業科目/(英語名) 生物の科学 (分子と生命) 
Biological Sciences (Molecules and Life) 

対象年次 1・2 年次 講義形態 講義 教室  

対象学生(クラス等)             全学部 科目分類 自然科学科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担 当 教 員 ： 岡 田  幸 雄  / Ｅ ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ：  okada@nagasaki-u.ac.jp  / 研 究 室 ：  歯 学 部 Ａ 棟 4 階 ４ ０ ３ 号 室

/TEL：(直通) 095-819-7637   /オフィスアワー：随時、教員研究室 またはメールにて 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

根本孝幸，岡元邦彰 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい： 生命現象を担う基本分子であるタンパク質や遺伝子の構造とその働きを理解しよう。これらの生体
分子の活動の場である細胞の構造と機能を学ぼう。さらに，これらが統合された形でどのように生命活動を営むか
を理解しよう。本授業により生物学の基礎を理解することに加え，生命科学の今日的課題の意味について理解する
ことも本授業の狙いとしている。 
 
授業方法： 教科書は用いず，主に液晶プロジェクターを使用し一部板書で授業を進める。 

  
授業到達目標： 生体高分子の構造と機能を説明できる。酵素化学反応を説明できる。細胞内及び細胞間の細胞の活
動を説明できる。神経系，感覚系及び運動系の機能を説明できる。 

  
授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)   
授業内容（概要） 
 
 生化学，細胞生物学及び神経生物学の基本的事項を学ぶ。 
 
 
第１回   ( ４月１１日 )  イントロ／生命の基本単位／喫煙しても癌にならない人もいる？ (根本孝幸) 
第２回   ( ４月１８日 )  個体発生の不思議 ： クローン動物の誕生  (根本孝幸) 
第３回   ( ４月２５日 )  遺伝子とゲノム、そしてポストゲノム時代へ (根本孝幸) 
第４回   ( ５月  ２日 )  酵素はどうやって化学反応を促進するのか？ (根本孝幸) 
第５回   ( ５月  ９日 )  BSE の発症機構 (根本孝幸) 
第６回   ( ５月１６日 )  膜の構造 (岡元邦彰) 
第７回   ( ５月２３日 )  膜を通した輸送 (岡元邦彰) 
第８回   ( ５月３０日 )  細胞内区画と細胞内輸送 (岡元邦彰) 
第９回   ( ６月  ６日 )  細胞の情報伝達 (岡元邦彰) 
第１０回 ( ６月１３日 )  細胞周期の調節と細胞死 (岡元邦彰) 
第１１回 ( ６月２０日 )  神経細胞の働き (岡田幸雄) 
第１２回 ( ６月２７日 )  感感覚の働き Ｉ ： 視覚と聴覚 (岡田幸雄) 
第１３回 ( ７月  ４日 )  感覚の働き ＩＩ ： 味覚と嗅覚 (岡田幸雄) 
第１４回 ( ７月１１日 )  脳の働き ： 高次の精神活動と本能活動 (岡田幸雄) 
第１５回 ( ８月  １日 )  細胞運動 (岡田幸雄) 
 
 

キーワード 生体高分子，酵素，細胞，生体膜，神経，感覚，運動 
教科書・教材・参考書 
 
 
 

教科書は用いず，授業内容に沿ってプリント資料を配布する。 
参考図書は適宜紹介する。 
 
 

成績評価の方法・基
準等 

○授業への良好な参加状況は単位取得に必須条件である。その上で３回の課題レポートで評価す
る。 
他人のレポート、プリント、IT 情報の丸写しレポートは評価が低くなる。 
 

受講要件(履修条件) なし 
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

本科目の内容は，生物学や医学研究の成果だけではなく，一般の人々の生活にもかかわりのあるもの
となっている。 

備考(準備学習等) なし 
 

 


